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令和 7年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 
（Ⅱ 外国人の子供の就学促進事業） 

事業内容報告書の概要 
都道府県・市区町村・協議会名【可児市】  

                                       

令和７年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

１．事業の実施体制 

市と NPO 団体が連携して、就学年齢前から就学年齢の外国籍の子どもで就学等を希望する者を対象と

した各種教室等を実施する。 

２．具体の取組内容  ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

①不就学等の外国人の子供に係る学校等との連絡調整 

保護者からの相談に対し、市教育委員会と在籍校が連携し、就学対応を行った。不登校案件に対しては外国籍コーデ

ィネーターを交えて状況を把握した。国際学級代表者会議において、ばら教室KANIに係る情報共有を行った。 

②学校外における、不就学等の外国人の子供に対する日本語、教科若しくは母語支援又は学習習慣の確保に係る指導

のための教室の開設 

・ばら教室KANI: 来日直後の児童生徒への初期適応指導（日本語・生活指導）を実施。 

・ひよこ教室: 就学前の子供へ学校見学や給食体験など多数のワークショップを通じて日本語指導・生活指導を実施。 

・ゆめ教室: 不就学・不登校の子供へ外国籍児童生徒コーディネーターと協力しアプローチし、学校と連携して個別指

導（日本語、数学、社会）を実施。 

・きぼう教室: 学校に通う児童生徒への日本語、教科補習を実施。 

③不就学等の外国人の子供に対する日本語、教科若しくは母語支援又は学習習慣の確保に係る指導を学校外において

行う指導員の研修 

ゆめ教室の指導員が、ばら教室KANIや学校との情報共有を通じて、指導方法について研修できた。 

④不就学等の外国人の子供に係る地域社会との交流の促進 

アート・演劇・交通安全・防災ワークショップ、消防署見学、多文化共生フェスティバルでのボランティア活動や発表など

を実施した。 

⑥ その他不就学等の外国人の子供の就学の促進に資する地域独自の取組（保護者へのキャリア教育等） 

外国人生徒進路説明会、高校見学バスツアー、小学校入学ガイダンス、性教育ワークショップ、PTA活動の啓発などを

実施。 

 

３．成果と課題    ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

① 市教育委員会、学校、外国籍児童生徒コーディネーター、本事業コーディネーターと四者間で情報共有することに

より、多方面からの支援を行うことができた。また、情報共有することで各々の視点で児童生徒の生活環境、学習意

欲、保護者の様子等の理解ができ、ばら教室修了後の児童生徒が不適応を起こさないよう、連携や調整を行った。

住民記録はあるが実住していないケース等の把握や、学校側へのゆめ教室の役割周知が課題である。 

②・ばら教室KANI：来日間もない児童生徒が、基礎的な日本語と生活習慣を安心して学ぶことができた。 

  ・ひよこ教室：集団生活のルールや基本動作を身につけ、円滑な就学準備ができた。 

  ・ゆめ教室：自分が学んだ日本語を使い、クラスの生徒に日本語を教え合うことで、日本語を意欲的に学ぶことができ

た。 

  ・きぼう教室：個々のレベルや希望に沿った指導により、学習習慣の定着と学力向上を実現できた。 

一方、課題としては、ルールや生活習慣など子どもへの支援や、保護者の送迎不能・月謝滞納による通室困難、指導

員の配置などがある。 

③ばら教室への派遣により、専門的なノウハウを間近で学び、自教室での支援に活かす気づきが得られた。学んだノウ

ハウを実際に活用できる体制づくりが今後求められている。 

④ワークショップ等を通じて社会マナーや日本で生活する上で基本的な安全ルールへの理解を深めた。今

後は、個々に応じた支援や母語を活用した支援の継続が課題。 

⑥子どもの将来や保護者自身のライフプランについて考えるきっかけ作りとなった。今後は、通訳に頼らない



知識を保護者が身に付けるための支援体制を構築していく。 

 

 
３～６歳 ７～１２歳 13～15歳 

16～18歳以上 

（過年齢） 

本事業で対応した子供の数 
 

28人 

 

68人 

 

36人 

 

0人 

４．その他（今後の取組等） 

 

 

 

※ 枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない。） 成果物等があれば別途提出すること。 

※ 事業内容報告書の概要は、文部科学省ホームページで公開する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


